
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標数値  ※平成３２年（２０２０年）までの間に 

項目 目標値 現状 

中京区内犯罪件数（刑法犯認知件数） １千件台半ば 2,359件（平成 26年） 

安心して暮らせるまちであると思う市民の割合（全市） ５０％以上 46％（平成 27年度） 

治安に関して満足と感じる外国人観光客の割合（全市） ９５％以上 91.9％（平成 26年度） 

 

市民ぐるみ運動のイメージ  

住民主体で作り上げる「柱１地域力アップ大作戦！」や，誰もが安心して暮らせるための

「柱２被害に遭いやすい人の安全安心」の２つの柱の取組を中心とするソフト面の取組と，

「柱３身近な環境改善を！」を中心とするハード面の取組が，両輪となることで，相乗効果

が生まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市と京都府警察の間で結ばれた「世界一安心安全・おもてなしのまち京都 市民ぐるみ推進運

動」協定に基づき，中京区の誇る地域力を活かして，「マチビトもタビビトも，安全安心で，笑顔とや

さしさあふれる おもてなしのまち・中京区」を実現するため，平成２７年１０月に中京区版の運動

プログラムを策定しました。 

中京区においては，これまでから地域の様々な団体による見守りやパトロールなどが行われてきま

したが，京都の都心地区で，市内外から多くの人が集まる場所であるため，自転車盗などの犯罪発生

件数が多い状況にあります。 

今後，本プログラムに基づき，「区民，事業者」一人一人の主体的な行動からスタートし，行動する

「区民，事業者」が「学区などの地域」に集まることでより大きな潮流を作り出し，さらには行政と

も連携することで，市民ぐるみ運動を進めていきます。 
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柱３身近な環境改善を！ 

ハード面の環境整備により，犯罪

を寄せつけないまちに 
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自らの防犯力強化と周りの見守り 

柱１地域力アップ大作戦！ 

区民一人一人，そして地域の活動

で犯罪を寄せつけないまちづくり 
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策定・発行：「世界一安心安全・おもてなしのまち京都 市民ぐるみ推進運動」中京区推進協議会 

（区内の全学区自治連合会や各種団体，事業者，学校，行政など６８団体で構成） 

問合せ：中京区役所地域力推進室    電 話 ８１２－２４２６ 

取組の事例  

 

現在進行中！  

 「運動モデル地域」では，既に取組が始まっています。二条駅地域では，地元，事業者等により，「二

条駅地域安全ネットワーク」が設立され，二条駅前の花植え活動などを行っています。そして，市内最

大の繁華街でもある高瀬川地域では，高瀬川開削 400 周年を記念したライトアップや一斉清掃などが実

施されています。 

 また，中京警察署では，学区ごとの犯罪マップを毎月発行しており，地域で活用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
区民，事業者ができること 学区などの地域でできること 

行政も一緒になって 

できること 

地域力アップ 

大作戦！ 

・「通り」を暮らしの場に！ 

・地域の一員として活動参

加 

・地域での清掃活動，花植え運

動等の実施 

・町内会や学区等の行事を活用

した意識啓発 

・パトロールや見守り等の充実 

・地域コミュニティの活性化 

・地域と関係機関との連携

強化 

・地域全体で取り組む機運

づくり 

被害に遭いやすい

人の安全安心 

・自ら身を守る力の育成 

・子ども，高齢者，要配慮

者等との日常的な関係づ

くり 

・大学や企業等による新入

生，新入社員に対する意

識啓発 

・子ども見守り活動や，防犯，

放火防止等のパトロールの

充実，実施団体間の連携強化 

・一人暮らし高齢者や要配慮者

などの把握，注意喚起 

・地域や事業者と連携し，

安全安心について考え

る場の開催 

・「こども１１０番のいえ」

の充実 

身近な環境整備

を！ 

・各家庭における門灯の点

灯やセンサーライトの設

置 

・住宅の防犯・耐震・火災

予防対策 

・事業所における防犯カメ

ラの設置 

・防犯カメラの設置 

・まちの雰囲気の改善 

・暗い場所への道路照明灯

の設置 

・公園等における見通しの

確保 

・河川等における環境改善 

・通学路などにおける交通

安全対策 

主体 
３本柱 

二条駅前の花植え 高瀬川の一斉清掃 


